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27,020119.0142.386 59.416 41.7 1.435
62.228150.871 41.2 1.652 29,063 １９`3




1.167.07039.0172.125 1.533 ５３．９５９ 31.3 35.547 20.7
188.22775.780140.3 2.730 1,559.046 3１．４ 43.729 23.2 1.02,961


































































































専・技 事務１版 売 ブルー関係｜サービス













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ブルー関係 ;夢|,:;‘|,:#,ﾆシ５．６９６１８．４ ３．９％17.7１．５％14.7 ２．３％９．３１．１％6.8
第17表高等卒ブルー化率推移
区分’１９６６１６７１６８６９１７０１７１１７２１７３１７４





















































































































































































































































































































































４．４３６ 220 499 596






































４．８２７ 240 134 657 632
4.920 241 130 677 649
5.002 275 128 703 654
5.040 280 129 724 664
5.094 295 134 755 662
5.114 ３１３ 147 780 677
5.109 330 175 781 679 lil5.233 332 185 ８１０ 7037４１５．２０１ 341 191 碗一坐一．一ｍ一ｍ】‐‐，’－－－■ⅡⅡⅡⅡ■０．ｍ一哩一幽幽~'７１，１５ …|、51
102.1,11ｺ6１
23.3132,61了歸212.2 1199.1
-－
'112.7riil〉ZＩ …l10971107q75山361100い028
注：同前
た各学歴とも製造業への入職比率が減少しているなかで，大卒の象が2.3
％(4)増となっている。予断はできないが，今後の動向が注目される。
(3)第15表(2)
(4)短大は1.2％減となっている。
ブルー化率の高さそのものについては，どの調査をとっても，それぞれ
多かれ少なかれ問題点があって，明確な数値を確定することはむずかし
い。事業所に即しての調査であり，しかもその数値が他の調査の数値と対
応するものとして，「雇用動向調査」は比較的信頼してよさそうである。
しかし，これにしても，専門的・技術的職業と技能工・生産工程作業との
区分というむずかしい問題は残っており，区分の仕方によってブルー化の
比率は大きく変動しうる。あるいはそのためかと思われるが，７０年の数値
のように，そのまま利用できないものもある。結局，内容を十分点検しな
いままに,ブルー化の比率を問題にしても,あまり意味はなさそうである。
高学歴化の進行は，たしかに，技術的職業と技能工・生産エ程作業者と
３０高等教育卒業者のブルーカラー化について
のボーダーラインを増大させてきたかもしれない。「就業構造基本調査」
や「国勢調査」の比較的早い時期でのブルー化率の高い数値はそうした部
分を示しているものと思われる。しかし，ホワイトカラー指向の学生のブ
ルー化というような，本来的な問題は，これから本格化するのではないか
と考えられる。
一般的に，こうした問題を考える場合は，単に卒業者の戯的増大だけで
なく，その専門分野別構成といった質的要素と，他方ではこれをうけ入れ
る経済の側の変化を考慮せねばならない。このことは同じ国の内容で時系
列的に言えるばかりでなく，国際的な比較についてもあてはまる。こうし
た検討については，他日を期したい。 （1976.4.3）
